
Ⅰ 一般正味財産増減の部

１． 経常増減の部

(1) 経常収益

受取入会金 95,000 0 0 95,000

　受取入会金 95,000 0 0 95,000

受取会費 15,294,000 9,180,000 10,710,000 35,184,000

　正会員受取会費 10,710,000 9,180,000 10,710,000 30,600,000

　学生会員受取会費 2,490,000 0 0 2,490,000

　購読会員受取会費 1,104,000 0 0 1,104,000

　賛助会員受取会費 990,000 0 0 990,000

事業収益 31,138,000 0 0 31,138,000

　刊行物発行事業収益 1,700,000 0 0 1,700,000

　参加料収益 4,580,000 0 0 4,580,000

　学術大会事業収益 24,858,000 0 0 24,858,000

受取補助金等 0 0 0 0

　受取民間助成金 0 0 0 0

雑収益 0 0 0 0

　受取利息 0 0 0 0

　雑収益 0 0 0 0

経常収益計 46,527,000 9,180,000 10,710,000 66,417,000

(2) 経常費用

事業費 53,983,353 7,730,516 61,713,869

　給料手当 1,351,360 4,342,720 5,694,080

　臨時雇賃金 234,411 0 234,411

　会議費 901,200 101,900 1,003,100

　渉外費 2,327,000 71,400 2,398,400

　旅費交通費 7,875,726 406,642 8,282,368

　通信運搬費 1,672,711 1,152,720 2,825,431

　消耗品費 793,853 491,810 1,285,663

　印刷製本費 7,480,968 13,000 7,493,968

　賃借料 7,691,846 831,600 8,523,446

　リース料 75,199 315,204 390,403

　租税公課 250,000 0 250,000

　諸謝金 3,802,787 0 3,802,787

　委託費 17,295,269 0 17,295,269

　支払負担金 0 0 0

　支払助成金 2,200,000 0 2,200,000

　支払手数料 31,023 3,520 34,543

管理費 9,922,907 9,922,907

　役員報酬 470,000 470,000

　給料手当 865,920 865,920

　渉外費 172,100 172,100

　会議費 391,700 391,700

　旅費交通費 3,056,784 3,056,784

　通信運搬費 218,067 218,067

　減価償却費 180,931 180,931

　消耗品費 92,874 92,874

　印刷製本費 9,000 9,000

　諸謝金 20,000 20,000

　賃借料 158,004 158,004

　リース料 59,889 59,889

　支払手数料 2,640 2,640

　委託費 3,364,998 3,364,998

　貸倒損失 860,000 860,000

経常費用計 53,983,353 7,730,516 9,922,907 71,636,776

当期経常増減額 △ 7,456,353 1,449,484 787,093 △ 5,219,776

令和２年度　収支予算書内訳表

令和２年5月1日から令和３年4月30日まで

科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計



２． 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 △ 7,456,353 1,449,484 787,093 △ 5,219,776

他会計振替額 103,251 △ 103,251

法人税・住民税及び事業税 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 7,353,102 1,346,233 787,093 △ 5,219,776

一般正味財産期首残高 38,867,478

一般正味財産期末残高 33,647,702

Ⅱ 指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 0 0 0 33,647,702



令和 2 年度予算（案）について 

 

2020 年 3 月 14 日 

総務委員会 中村 

 

令和２年度予算（案）は約 522 万円のマイナス収支を見込んでおり、その原因について以下に記す。 

 

■義肢装具士白書（2019）【200 万円】 

2019 年度内に発刊予定であったが、2020 年度にずれ込むことになった。全経費は 400 万円の予定で

あり、うち 200 万円をアイペックへ先行支払いした（2020 年 2 月）。したがって残りの 200 万円を令

和 2 年度予算案に計上している。 

 

■オンラインジャーナル化に伴う電子・紙媒体の併用【79 万円】 

オンラインジャーナル化への完全移行に向けた電子・紙媒体の併行運用により、次年度は約 79 万円の

増額を見込んでいる。 

 

■イベントペイ導入【35 万円】 

個人情報の管理を強化するためイベントペイを導入する。研修セミナー・基礎プログラムにおいて運

用予定であり、約 35 万円（研修 30、基礎 5）を見込んでいる。昨年度予算からみれば増額となるが、

今後は定常的な費用となる。 

 

■リーフレット【40 万円】 

広報委員会よりリーフレット作成のための費用として 40 万円を計上している。 

 

■新事務局長採用に向けた給与の増額【140 万円】 

岡崎事務局長の後任人事に対し、週４－５勤務、時給増額を条件とし 140 万円増額を見込んでいる。

今後は定常的な費用となる。 

 

■社会保険労務士との顧問契約【42 万円】 

新事務局長の雇用にあたり社労士との顧問契約を結ぶため、年間 42 万円を見込んでいる。 

 

以上より、昨年に比べて特別な費用として合計約 536 万円が計上されていることがマイナス収支の原因

と思われる。 
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